
保護犬・猫を救う新たなアプリ「PET SNS」の開発
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2,434頭 9,472頭

犬と猫の引き取り及び殺処分の現状1)

飼い主が見つけられる可能性を高める

アプリの機能で達成したい目標

引き取られた犬・猫のうち約77％が所有者不明
迷子の犬猫を見つけやすいような機能

ペットショップなどに比べ、
保護犬・保護猫に不安を抱いている人が多い

保護犬・猫の情報を身近にする

プロフィール 動画投稿機能 メッセージ Shop・お買い物 保護犬・保護猫情報

・

・

・

・
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プロフィール写真
ユーザーorペットの画像

名前,メールアドレス
ユーザーの個人情報

一言メッセージ
自由に紹介文を設定

ペットの名前
何頭でも登録できる

ペットID
任意のIDを設定
(他ユーザーとの同
一IDは設定不可)

新たなアプリの開発・普及により目指す

「殺処分数をゼロにする」

ペット動画投稿

動画広告の配信

いいねボタン

おもちゃ

ごはん・おやつ

オリジナルグッズ

ペット用品専用
オンラインショップ

譲渡申請

・

・
・

自慢のペット動画を
匿名で気軽に投稿

ボタンを押すと
専用ページに保存

お気に入りの動画を
コレクション

ペット関係の
動画広告を配信

運営費用の資金源

・

メッセージ相手

他のユーザー

保護犬・猫の保護者

ペットシッター

獣医

迷子のペットを保護
した際、ID情報から
飼い主に直接連絡
ID入力ボタン・

・
・

・

保護犬・猫情報ページ
で得た保護団体の情報
からイベント参加申請
や施設の見学依頼

・

仕事や用事でペットの
お世話をできない際、
気軽に予約

気軽に相談、診察予約
(有料プランやペット
保険との連携を検討)

売り上げの一部を
保護施設に寄付

背景

ID機能搭載

GPS機能搭載

1

アプリで登録したIDから飼い主の検索

ストラップにつけられたGPSを使っ
てアプリ内でペットの居場所を把握

2

3 ニーズの変化に対応

3Dプリンタでニーズに合わせたス
トラップを作成可能

目的

・

地域性
地域での保護情報から
自分の住む地域の
活動に関心

活動・イベント
動物愛護センターや
保護施設の情報,活動
を掲示
譲渡会,募金活動

譲渡申請

保護犬・猫の情報検索
保護団体へ見学予約
や譲渡依頼の連絡

多機能ストラップ

アプリ概要
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